
高
血
圧
は
動
脈
硬
化
を
進
め

心
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　

高
血
圧
が
こ
わ
い
の
は
、
血
管
へ
の
圧
力

が
高
ま
る
こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
血
管
や
心
臓
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
の
体
の
中
で
は
、
心
臓
か
ら
血
液

が
、
絶
え
間
な
く
全
身
へ
送
り
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
血
圧
は
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ
た
血

液
が
、
内
側
か
ら
血
管
の
壁
に
か
け
る
圧
力

の
こ
と
で
す
。
心
臓
が
ぎ
ゅ
っ
と
縮
ん
で
血

液
を
押
し
出
し
た
と
き
に
血
管
に
加
わ
る
圧

力
を
収
縮
期
血
圧
（
最
高
血
圧
）、
心
臓
が

拡
張
し
て
血
液
を
た
め
こ
む
と
き
の
圧
力
を

拡
張
期
血
圧
（
最
低
血
圧
）
と
呼
び
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
血
圧
を
測
定
し
、
収
縮
期
血

圧
が
１
４
０
㎜
Hg
以
上
、
あ
る
い
は
、
拡
張

期
血
圧
が
90
㎜
Hg
以
上
の
状
態
が
何
度
も
続

く
と
、
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　

動
脈
は
加
齢
と
と
も
に
だ
れ
で
も
少
し
ず

つ
硬
く
な
り
ま
す
が
、
高
血
圧
の
状
態
が
続

く
と
、
動
脈
硬
化
が
さ
ら
に
進
行
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
血
圧
の
人
は
、

血
圧
が
正
常
な
人
に
比
べ
て
、
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
、
大
動
脈
が
突
然
裂
け
る
大
動
脈
解

が
高
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
血
圧
が
大
き

く
変
動
す
る
と
、
血
管
や
心
臓
へ
の
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　

特
に
注
意
し
た
い
の
は
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
の
急
激
な
気
温
低
下
に
よ
る
血
圧
変
動
で

す
。
さ
ら
に
高
齢
者
は
、
自
律
神
経
の
働
き

が
低
下
す
る
た
め
、
温
度
変
化
に
よ
る
影
響

を
受
け
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

10
月
ご
ろ
は
、
前
日
と
の
気
温
差
が
10
度

以
上
に
な
っ
た
り
朝
晩
と
昼
間
の
温
度
差
が

激
し
か
っ
た
り
す
る
た
め
、
ふ
だ
ん
は
血
圧

が
高
く
な
い
人
で
も
、
急
に
冷
え
た
朝
な
ど

に
収
縮
期
血
圧
が
上
昇
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

寒
い
と
血
圧
が
上
が
り
や
す
い
の
は
、
体
温

を
上
げ
る
た
め
に
末
梢
血
管
が
収
縮
し
血
管

に
圧
力
を
か
け
る
か
ら
で
す
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
、
急
激
に
温
度
が
下
が
る
夜
間
や

朝
に
血
圧
が
急
上
昇
し
て
心
機
能
が
低
下
し
、

急
性
心
筋
梗
塞
や
急
性
心
不
全
を
起
こ
す
高

齢
者
が
増
え
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

心
機
能
の
低
下
や
動
脈
硬
化
の
進
行
を
避

け
る
に
は
、
高
血
圧
や
血
圧
の
急
激
な
変
動

を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
避
け
た

い
の
が
、
本
来
な
ら
１
日
の
中
で
最
も
血
圧

が
低
く
、
安
定
し
て
い
る
は
ず
の
就
寝
中
に

血
圧
が
高
い
状
態
に
な
る
夜
間
高
血
圧
で
す
。

夜
間
高
血
圧
に
は
、
夜
間
に
血
圧
が
あ
ま
り

下
が
ら
な
い
タ
イ
プ
と
、
昼
間
よ
り
夜
間
に

血
圧
が
高
く
な
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

夜
間
高
血
圧
の
人
は
、
起
床
直
後
も
血
圧

が
高
い
早
朝
高
血
圧
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
夜
間
高
血
圧
か
ど
う
か
は
、
起
床

後
、
血
圧
を
測
っ
て
み
る
こ
と
で
、
あ
る
程

度
確
認
で
き
ま
す
。
夜
か
ら
朝
は
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
が
起
こ
り
や
す
い
時
間
帯
で
す
が
、

夜
間
高
血
圧
や
早
朝
高
血
圧
の
人
は
、
そ
う

い
っ
た
命
に
関
わ
る
病
気
を
発
症
す
る
リ
ス

ク
も
高
く
な
り
ま
す
（
上
グ
ラ
フ
）。

家
庭
で
の
収
縮
期
血
圧
は

１
３
０
㎜
Hg
未
満
に

　

健
康
診
断
な
ど
や
日
中
に
は
正
常
な
の
に
、

夜
間
だ
け
、
あ
る
い
は
早
朝
だ
け
血
圧
が
高

い
仮
面
高
血
圧
の
人
も
い
ま
す
。
夜
間
高
血

圧
、
早
朝
高
血
圧
に
な
っ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
た
め
に
は
、
自
宅
で
起
床
後
、
血
圧
を

測
る
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
朝

の
血
圧
は
、
起
床
後
1
時
間
以
内
、
ト
イ
レ

を
済
ま
せ
食
事
や
薬
を
飲
む
前
に
、
１
〜
２

離
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
の
細
い
血
管
に
も
じ
わ
じ
わ
と

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
る
の
で
、
認
知
症
に

も
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧
に
よ
っ

て
腎
臓
の
毛
細
血
管
に
圧
力
が
か
か
り
続
け

る
と
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
、
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

寒
暖
の
差
が
激
し
い
秋
は

高
血
圧
が
起
こ
り
や
す
い

　

血
圧
は
、
同
じ
日
で
も
朝
と
夜
、
活
動
中

と
就
寝
中
で
は
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
季
節
や

加
齢
の
影
響
で
も
変
動
し
ま
す
。
単
に
血
圧
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血
圧
は
加
齢
と
と
も
に
上
が
り
や
す
く
、
１
日
の

中
で
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
血
圧
が
大
き
く
変
動
し
て

血
管
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
心
臓
に
も
負
担
が
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧
は
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
だ
け
で
は
な
く
、
最
近
増
え
て
い
る
大
動
脈
解

離
や
心
不
全
に
も
直
結
し
ま
す
。
血
管
や
心
臓
に
負

担
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
秋
冬
に
気
を
つ
け
た
い

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

◉略歴
1987 年、自治医科大学卒業。自治医科大
学循環器内科学講座講師、コロンビア大学
医学部客員教授などを経て、2005 年、自
治医科大学COE（中核的研究拠点）教授・
内科学講座循環器内科学部門教授。2009
年より現職。ロンドン大学医学部循環器病
研究所客員教授、上海交通大学医学院客員
教授などを兼任。専門は循環器内科学、老
年病学、高血圧と血栓症の病因並びに治療。
著書に『高血圧を自分で下げる５つの習慣』
（講談社）などがある。

高血圧秋から冬へ、高齢者は 特に気をつけたい　特集1

自治医科大学内科学講座
循環器内科学部門 教授

苅尾 七臣 先生
（かりお・かずおみ）

監　修

上腕で測定するタイプの血圧計で。毎日同じ方法、状態、時間に測りましょう

■家庭血圧を測りましょう！



分
間
安
静
に
し
て
か
ら
測
り
ま
す
（
５
ペ
ー

ジ
下
図
）。
拡
張
期
血
圧
は
加
齢
と
と
も
に

下
が
る
の
が
一
般
的
な
の
で
あ
ま
り
気
に
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

起
床
直
後
の
収
縮
期
血
圧
は
、
年
齢
に
関

わ
ら
ず
１
３
０
㎜
Hg
未
満
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
の
が
理
想
で
す
。
ま
た
１
日
の
中
で
の
収

縮
期
血
圧
の
変
動
を
10
㎜
Hg
以
内
に
抑
え
ら

れ
れ
ば
、
血
管
や
心
臓
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
最

小
限
で
済
み
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
目
安
は
、
家
庭
で

測
る
収
縮
期
血
圧
が
１
３
５
㎜
Hg
以
上
の
状

態
が
続
い
た
と
き
で
す
。

食
生
活
、
運
動
習
慣
、
睡
眠

ま
ず
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

　

高
血
圧
を
改
善
す
る
に
は
、
食
生
活
、
運

動
習
慣
、
睡
眠
の
質
と
い
っ
た
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
食
生
活
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
減
塩
、
暴
飲
暴
食
を
し
な
い

こ
と
で
す
。

　

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
（
２
０
１
６
年
）

に
よ
る
と
、
日
本
人
の
１
日
の
平
均
食
塩
摂

取
量
は
男
性
10
・
８
ｇ
、
女
性
９
・
２
ｇ
と

多
め
で
す
。
高
血
圧
の
人
は
、
１
日
の
食
塩

摂
取
量
を
１
ｇ
減
ら
す
と
、
収
縮
期
血
圧
が

１
㎜
Hg
く
ら
い
下
が
り
ま
す
。
１
日
の
食
塩

摂
取
量
は
６
ｇ
以
下
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
血
圧
の
人
は
、
緑
黄
色
野
菜
、

果
物
、
海
藻
類
な
ど
カ
リ
ウ
ム
を
豊
富
に
含

む
食
品
を
積
極
的
に
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
カ
リ
ウ
ム
に
は
、
腎
臓
で
血
圧
を
下
げ

る
酵
素
を
増
や
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。
塩
分

の
体
外
へ
の
排
出
を
促
す
食
物
繊
維
も
積
極

的
に
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
緑
黄
色
野
菜

や
ナ
ッ
ツ
類
に
多
く
含
ま
れ
る
必
須
ミ
ネ
ラ

ル
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
も
、
血
管
の
収
縮
を

抑
え
血
圧
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
ナ
ッ
ツ
類
は
、
食
塩
無
添
加
の
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
肥
満
を
解

消
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
脂
肪
細
胞
が
増

え
る
と
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
の
作
用
で
、
塩
分

を
蓄
え
て
血
圧
が
上
が
り
や
す
い
体
質
に
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
を
軽
減
し
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を

予
防
す
る
た
め
に
効
果
的
な
運
動
は
、
心
拍

（
脈
拍
）
数
を
１
０
０
回
／
分
程
度
に
上
げ

る
運
動
で
す
。
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

た
あ
と
、
30
分
間
、
速
歩
き
や
ス
ロ
ー
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
す
る
な
ど
、
心
拍
数
を
１
０
０
回

／
分
程
度
上
げ
る
運
動
を
定
期
的
に
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
に
よ
っ
て
血
圧
が

下
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
血
管
を
広
げ
る
作

用
の
あ
る
一
酸
化
窒
素
を
産
出
し
動
脈
硬
化

を
予
防
す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

血
圧
を
正
常
に
保
つ
に
は
、
１
日
６
時
間

以
上
は
眠
り
、
就
寝
後
４
時
間
半
程
度
は
熟

睡
す
る
と
い
う
質
の
よ
い
睡
眠
を
と
る
こ
と

も
大
事
で
す
。

ト
イ
レ
、
脱
衣
場
を
含
め

室
温
を
18
℃
以
上
に
保
と
う

　

最
近
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
と
も
に
重
視

さ
れ
て
い
る
の
が
、「
環
境
」
で
す
。
血
圧

が
変
動
し
や
す
い
寒
い
季
節
に
、
心
筋
梗
塞
、

心
不
全
、
脳
卒
中
な
ど
が
起
き
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
、
家
の
中
の
温
度
を
あ
る
程
度
一

定
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
秋
や
冬
で
も

温
度
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が
急
激
に
上
が
ら

な
い
よ
う
に
、
室
内
の
温
度
は
18
℃
以
上
に

保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

寒
い
と
き
に
は
末
梢
の
血
管
が
収
縮
し
て

血
圧
が
上
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
交
感
神
経

が
亢
進
し
て
、
腎
臓
か
ら
塩
分
が
排
出
さ
れ

に
く
く
な
り
ま
す
。
余
分
な
塩
分
が
排
出
さ

れ
な
い
と
、
血
流
量
が
上
昇
し
て
余
計
に
血

圧
が
上
が
る
の
で
す
。
足
元
の
温
度
が
10
℃

下
が
る
と
、
血
圧
が
９
㎜
Hg
上
昇
す
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
最
も
冷
え
や
す
い

手
足
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
血
圧
も

安
定
し
ま
す
の
で
、
床
暖
房
や
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す
る
の
も
お
す
す
め
で

す
。
朝
、
冷
た
い
水
で
炊
事
を
し
た
り
顔
を

洗
っ
た
り
す
る
と
血
圧
が
急
激
に
上
が
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
冷
水
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
脱
衣
場
、
風
呂
場
は
、

急
激
な
血
圧
の
乱
高
下
が
起
き
や
す
い
魔
の

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
こ
れ
ら
の
場
所
に
も
暖
房

器
具
を
設
置
し
、
家
の
中
で
気
温
の
低
い
場

所
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

夜
に
深
酒
す
る
と
、
就
寝
中
に
血
圧
が

い
っ
た
ん
急
激
に
下
が
り
、
朝
、
血
圧
が
い

つ
も
以
上
に
上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
熟

睡
で
き
な
か
っ
た
と
き
や
早
朝
急
激
に
温
度

が
下
が
っ
た
と
き
に
は
早
朝
高
血
圧
に
な
り

や
す
い
の
で
要
注
意
で
す
。
そ
う
い
っ
た
血

圧
を
上
げ
る
要
因
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
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 環境を整え、 適度な運動を心がけましょう

　高齢者の中には、長年、降圧薬を服用して
きた人もいるのではないでしょうか。退職し
てストレスがなくなったり、運動機能が低下
したりすると、以前高血圧だった人でもそれ
ほど血圧が上がらなくなっている場合があり
ます。逆に、家族を介護するようになったり、
配偶者を亡くしたりすると、ストレスから高
血圧が悪化する人もいます。薬は漫然と飲み
続けず、受診の際には家庭での血圧を記録し
たものを持参して、降圧薬を増量、減量した
り、やめたりする必要があるのか、かかりつ
け医に相談しましょう。
　高齢者の場合、血圧の調整がうまくいかな
くなり、立ったときに血圧が下がる起立性低
血圧による、めまいや立ちくらみ、転倒が起
こるので注意が必要です。立ち上がって３分
以内に、通常より収縮期血圧が 20㎜ Hg か
拡張期血圧が 10㎜ Hg 低下、あるいは、収
縮期血圧が 90㎜ Hg 未満になっていたら起
立性低血圧です。
　また、食べたあとに血圧が急に下がる食後
低血圧になる人もいます。立ち上がるときや
食後は転倒に注意しましょう。降圧薬を服用
している人の場合は、どういうときに血圧が
下がるか確認し、その時間帯に血圧が下がり
過ぎないように薬を調整します。
　血圧は心身の状態を表すセンサーです。自
宅で毎日血圧を測る習慣をつけ、血圧が高い
ときには住環境も含めて要因を考えて改善し、
脳卒中や心不全、心筋梗塞になるリスクを減
らしましょう。

高齢者は起立性低血圧
食後低血圧に要注意 診察室での血圧 家庭血圧

若年者、中年者、前期高
齢者（65～ 74歳）

140／90㎜Hg
未満

135／85㎜Hg
未満

後期高齢者
（75歳以上）※

150／90㎜Hg
未満

145／85㎜Hg
未満

糖尿病患者、慢性腎臓病
でたんぱく尿陽性の人

130／80㎜Hg
未満

125／75㎜Hg
未満

脳梗塞、心筋梗塞などの
病気がある人

140／90㎜Hg
未満

135／85㎜Hg
未満

■高血圧治療の目標値

※薬を問題なく服用できる人の目標値は前期高齢者と同じ
日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン 2014」より作成


